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接
種
前
に
知
り
た
い
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と

侵
入
す
る
た
め
の
タ
ン
パ
ク
質
」が
作
ら
れ

ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
抗
体
を
作
る
な
ど
、

身
体
に
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
で
き
ま

す
。こ

の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
人
は
、

受
け
て
い
な
い
人
よ
り
発
症
し
た
例
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す（
発
症

予
防
効
果
は
95
㌫
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
）。

接
種
後
、十
分
な
免
疫
が
で
き
る
の
は
２

回
目
の
接
種
を
受
け
て
か
ら
７
日
程
度
た
っ

て
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は「
発
症
の
予
防
」で「
感
染
の
予

防
効
果
」は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
の
基
本
的
な
感
染
予
防
を
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、ワ
ク
チ
ン
の
成
分
は
数
分
か

ら
数
日
の
う
ち
に
分
解
さ
れ
て
い
く
ほ
か
、

人
の
遺
伝
子（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）に
影
響
を
与
え
る
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
や
重
症
化
を
抑
え
る

こ
と
を
目
的
に
、ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
に
続
い
て
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
順
次
接

種
を
開
始
し
ま
す
。現
在
の
接
種
開
始
見
込
み
は
4
月
以
降
。

mRNAワクチンの仕組み

ワクチンとは

ワ
ク
チ
ン
と
は
、あ
ら
か
じ
め
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
な
ど
の
病
原
体
の
情
報
を
体
内
に

取
り
込
む
こ
と
で
、そ
の
病
原
体
が
侵
入
し

て
き
た
と
き
に
、身
体
が
対
処
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。私
た
ち
の
生
活
に
な
じ

み
深
い
も
の
と
し
て
は
、麻
し
ん
な
ど
の
子

ど
も
の
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

高い有効性

接
種
が
予
定
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の「mRNA

ワ
ク
チ
ン
」は
、新
し
い

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
で
、ウ
イ
ル
ス
が
人
の
細

胞
へ
侵
入
す
る
た
め
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク

質
の
設
計
図
を
脂
質
の
膜
に
包
ん
だ
製
剤

です
。mRNA
が
体
内
に
取
り
込
まれると、

人
の
細
胞
内
で「
ウ
イ
ル
ス
が
人
の
細
胞
へ

の
で
は
な
く
、mRNA

が
体
内
に
残
っ
た
り
、

人
の
精
子
や
卵
子
の
遺
伝
情
報
に
取
り
込
ま

れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

病原体の情報を
元に攻撃する仕組
みを「獲得免疫」と
いい、ワクチンも、
この機能を働かせ
るために接種しま
す。
攻撃方法には「ウ
イルスに侵された
細胞を見つけて攻
撃する」「ウイルス
に合った武器（抗
体）を作る」の２つ

があります。抗体は「ウイルスを取り囲み細胞に侵入できな
くして排除する」「ウイルスにくっつき目印となって免疫細胞
に食べさせる」ほかいくつかの機能を持ち病原体を排除します。

獲得免疫とは
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

1
人
で
も
多
く
の
人
に
接
種
に
同
意
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ワ
ク
チ
ン
の
仕
組
み
や
接
種
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
本
部
》

KEY WORD

新型コロナウイルス感染症の症状に、重い肺炎が挙げられます。
ウイルスに感染した細胞は救助のサインを出し、免疫機能が活
性化して病原体と戦い始めます。この救助サインが増えすぎた場
合に、免疫が暴走し、ウイルスに感染した細胞も感染していない
細胞も無差別に攻撃してしまうことで肺が大きく傷つき、人工呼
吸器などが必要になる重い肺炎に発展する場合があります。

重症化とは
KEY WORD

本物の新型コロナウイルスが体内に入っ
てきてもすぐに免疫がウイルスを攻撃で
きる。

体内

情報を伝達

感染した細胞を攻撃抗体を作って攻撃

接種したワクチン成分に免疫機能が反応し
て痛みや腫れなどの副反応が見られる場合が
あります（多くは数日で治まります）。また、
アメリカでは100万人に11人の割合で過剰な
免疫反応（アナフィラキシー）の報告もありま
す。このため、接種後は15分程度の経過観察
を行ってから帰宅してもらいます。

副反応とは

市では、接種の開始までに演習を繰り返し、手順を確認しています。
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細胞内に新型コロナウイルスを構成する
タンパク質の設計図を送り込む。

タンパク質     の
設計図　

細胞内

リボソーム
mRNA

※ワクチンの仕組みはページ左側の図で解説しています

※mRNA…mはメッセンジャーの意味。遺伝子から必要な部分のコピーを取り、タン
パク質を作る工場（リボソーム）に設計図を送り届ける役割を果たす

免疫細胞が新型コロナウイルスの特徴を
把握し、抗体をつくる。

新型コロナウイルスの突
起（無毒）が生えた細胞

体内

免疫細胞
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特徴を憶
えたぞ！

この特徴
知ってい
るぞ！


